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序

前
論
文
に
於
い
て
は
、
雷

に

於

け

る
主
と
し
i

京
所
在
の
大
學
十I

校
、
及
び
I

帝
大
を
除
く
他
の
諸
帝
契
毒
の
卒
業 

坐
の
現
住
所
別
調
f

ょ
っ
て
、
約
十
，#

I

I

中
、
ほ
I

の
半
數
近
似
の
多
數
が
轰
を
中
心
と
し
た
大
都
市
地
域

I

逆 

し
て
ゐ
る
事
實
が
明
か
に
f

れ
た
。
同
調
夜
は
、
更
に
、
I

大
都
市
に
集
£

た

知
識
階
級
地
域
に
就
い
て
、
あ
る
I

 

を
得
て
ゐ
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
前
論
文
に
結
び
っ
け
る
事
が
祟
な
か
っ
た
。
從
っ
て
、

之
れ
を
別
に
今
次
、

震

す

る
わ
け
で 

あ

る
_

^

^

1#-

材
取
及
び
方
法
.

3
腾
の
場
合
と
同
一
、
即
ち
そ
の
獲
に
外
な
ら
ぬ
と
承
知
せ
ら
れ
.た
い
。

1

東

京

市

、

,
j

東
f

中
心
と
し
た
大
都
市
地
域
篇
f

る
知
識
階
級Q

數
は
、
本
調
？

ょ
れ
ば
證
述
べ
た
如
く
六
九
、九
九
七
傷
し
て

>

る
。
此
の
荽
な
數
字
の
中
心
勢
ヵ
は
何
と
云
っ
：て
も
裘
市
居

«
の
數
で
あ
る
。

現
棄
京
市
に
居
住
す
る
是
等
の
數
字
を
示
す
と

次
の
如
く
で
あ
る
。
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-

, 

'
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.
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東

京

市
 

五
六
、
五
九
八
丄
ニ
七
〇
四(

推)

同

府

下
 

一
、
ニ 

二 

. 

/

是
等
は
大
S

Q

膨

脹
矣
に
、
郊
外
8

晴
し
き
發
f

る

囊

に

言

れ

る
&

q

で
I

、
試
み
に
郊
外
發
展
i

f

示
せ
ば

.

次
表
の
如
く
で
あ
る
。

ttaBoatM BBW aa

大正九年
c m 調）

大TH十四年 
(國 調 ）

昭和:f f -  
(國 調 〕

束

東

市

實
數

2.173-000 i-99Soc° z,070.000

11
IOO 93 95

四舊 
ヶ郡 
町部 
村八 

十

質
數

1.184*000 2. II 3.000 2.916.000

指
數

IOO I78 246

計

實
數

3.357-000 4.108.000 4,986.000

香0 
數

IOO 122 148

.

丨

「 

:

先
づ
此
の
數
字
に
就
い
て
の
地
域
的
分
折
を
以
っ
て
始
め
る
が
、
實
際 

l

®

oo
o

.

.o
o

o

ら

oo
o

48
1

上
の
觀
察
に
ょ
っ
て
、
舊
市
內{：

十
艽
區： }

と
新
市
域(

二
十
區〕
と
で
は
、
後 

|

國

,0
7

9

2-
91

14,
9

I
 

I
.

者
の
方
が
所
謂
、
郊
外
：と
し
て
知
識
階
級
の
居
住
地
に
な
っ
て
ゐ
る
事
は
、 

T
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•

議
論
を
费
す
必
要
の
な
い
位
明
瞭
で
ぁ
ら
ぅ
。
今
、
前
記
の
擎
で
之
れ 

TH
i

vp
I-
9
9
Sー
9

ー
 

『
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1

0

を
.諷
茶
し
て
み
る
と 
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:op
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朿
京
各
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實
數
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五
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瓦
九
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8

4
lo
o

.3
5

7
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舊

市

內(

同

)

.

ニ
ニ
、九 
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靈

j

指
數
實
數

j

指數
霞霞
新市
，

^(

同

)

三

三

/
ノ
广 

1

,

双

5

舊
郡
部
八
十
i

^~

し
か
し
舊
市
內
、
新
裏
典
に
知
識
階
級
の
居
住
地
と
し
て
好
適
の
も 

F
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の

と

然

ら

ざ

る

も

の

と

を
<pl
ん
で
ゐ
■る

:0

試
^
に
京
搞
、
日
本
橋
等
は
商

中
心
地
域
と
し
て
、
本
所
深
川
の
江
東
の
地
域
は
工
場
地
帶
と
し
て
.、
共
に
彼
等
の
住
宅
地
域
に
は
な
ら
ぬ
。
所
動
下
叫
に
對
す
る 

于
が
、
彼
等
の
多
く
を
收
容
ず
る
好
適
地
と
な
.っ
て
ゐ
る
。
今
、
舊
市
內
の
山
手
對
T

町
の
撒
勢
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

舊
市
內
總
訛(

實
数)

•

 

- 

- 

T

 

^

'
下
町(

n
r

京
、神
、
下
、淺
、本
所
、
深)

：

:

五
、
九
ニ 
m

l
 ニ
六
^

' 

一
'

;:
|1
|

手(

其
他
八
區 
V

.

.

.

V

:

'

"
 士
つ
九
八
九—

七
四
涔
'

づ
大
都
市
'に
.於
け
'
る
知
_
.
級

餘

域

的

研

究

-.

蒙

c

s

n

s

!



■mirwMiMn ■!■■■■■■ . --m

苽苽_ 市内分布表

本 鄕 區 3 *8 i

小石川區 2卯 1

牛 込 區 2C8 g

芝 區 2236

_ 町區 J572

麻 布 區 1572'

神 田 區 1380

赤 玻 區 1306

四 符 區 1242

下 谷 區 1218

淺 夢 區 8巧

京 橋 輝 707

日本橋戚 698

本 所 m 636

深 川 區 457
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此
の
十
I

に
就
い
て
最
多
は
本
鄕
區
の
三
、
一
八
一
最
少
は
深
川
I

四
五
.七
で
ぁ
る
が
、

今
.十
五
區
を
多
數
順
位
に
從
つ
て
^
,

¥

:

13
8

0
13
0

6

ヰ

12
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込
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本
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镇
曆
垂
地
た
る
以
上
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數
區
が
f

代
表
的

I

~

I

_ 

n

 

な
も
の
と
思
は
れ
る
。

ニ
'

:

\

し
力
る
に
、_

興
味
の
多
い
點
は
！
前
記
の
撃
中
、
本
鄕
區Q

有
す
る
三
一
.
八
一
に
就
い
て
は
帝
大
出
身
者
の
數
が
E

大
ヒ
る 

割
合
を
I

ゐ
I

f

つ
て
、
本
I

暴

I

大
出
i

l

l

、
謹

に

ょ

：る

知

離

|

三
制
八 

分
即
ちr

一
 

九

運

多

數
I

し
て
ゐ
る
。
此

の

囊

は

養

：に
つ
い
て
見
れ
ば
同
M

所
在
の
篇
義
塾
出
I

.

が
、他
校
出
身
者 

大
な
る
容
を
な
し
て
ゐ
る
芝
區
在
住
者
總
數
の
ニ
、
二
三
六
人
.に
對
し
：て
そ
の
約
四
分
の
一
で
あ
る
五
六
五
名
は
慶
_
義 

塾
出
身
煑
舊
大
學
、
現
大
學
及
び
I

部)

で
I

牛
込
區
に
5

て
は
早
稻
田
太
學
が
請
で
あ
つ
て
、
ニ
へ
i

對
す
る
' 

I

、
f

1

一
割
弱
I

す
。
右
の
■

か
ら
-

I

所
在
の
l

i

■は
同
大
學
卒
業
者
が
最
も
多
く
在
住
す
る
傾
I

と
f
 

へ
る
'
又
同
時
に
大
學
卒
業
諸
は
、
自
己
_

所
在
の
地
區
に
似
„

數
に
居
住
す
る
傾
向
が
あ
る
。

：

:• 

例
へ
ば
帝
大
及
び
慶
大
等
に
つ
い
て
み
れ
ば
本
所
、
又
は
芝
區
.の
■

裹
各
大
學
卒
業
生
中
の
最
高
を
示
し
.て
は
ゐ
な
々
共
に
、

兩
大
學
出
激
者
の
最
高
數
を
占
め
て
市
區
は
、
踹
谷
區
で
あ
る
、
苹
稻
田
は
、
淀
，橋
を
以
つ
て
最
高
と
す
る
。
法
政
大
學
は
澀
谷
區
を 

以
つ
て
筆
頭
.と
す
る
が
第
二
位
は
牛
込
區
で
あ
る
。
日
本
大
學
、
中
央
大
學
は
、
他
の
大
學
が
比
較
的
勢
力
を
持
つ
て
ゐ
な
い
暫
區 

に
相
當
の
罟
估
諧
を
示
-b

、
前
者
は
同
區
の
全
體
に
對
しV
、
:

ニ
割
六
分
、
後
者
は
約
.一
割
九
分
の
率
を
示
し
て
ゐ
る
。
立
敎
大
學
が 

豐
鳥
區
に
於
い
て
自
校
出
身
.

I

京
在
住
箸
總
數
七
〇
八
に
對
し
て
一
三
〇
名
即
ち
一
割
八
分
强
を
在
住
せ
し
め
て
ゐ
る
。

以
上
の
事
實
に
ょ
0

て
、_
當
然
、
或
る
疑
間
が
生
じ
た
。
即
ち
學
校
出
身
者
が
そ
の
學
校
在
學
中
は
鬼
に
角
、
卒
業
後
も
梁
し
て
、
 

同
區
內
に
か
く
の
如
く
留
ま
ら
ん
と
す
る
倾
向
5:
.
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
か
否
か
と
0

筆
者
の
友
人
は
之
れ
に
到
し
て
一
個
の
疑
問
を
提 

出
し
た
、
即
ち『

そ
れ
は
學
银
時
代
の
住
所
が
そ
の
儘
、
.淺
さ
れ
て
ゐ
，て
、
當
人
が
敢
へ
て
移
轉
屈
を
し
て
ゐ
な
い
爲
め
で
は
な
か
ら 

う
か』

と
。
此
の
疑
問
は
尤
で
あ
る
。
名
簿
の
不
盤
理
の
場
合
、
叉
か
X

る
事
實
も
生
ず
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
大
學
所
せ
の
地
が
旣 

に
住
宅
他
と
.し
て
好
適
の
.も
の
な
ら
ば
特
に
、
他
に
轉
ず
る
必
要
が
な
い
、
そ
の
故
に
、
學
坐
時
代
中
の
便
觉
は
そ
の
ま
、
卒
業
後
も

, 

.• 

V

必
ず
し
も
不
便
と
は
轉
化
し
な
い
。
本
鄕
區
の
如
き
住
宅
地
と
し
て
の
充
分
の
資
格
を
持
つ
.
て
ゐ
る
？
故
に
此
の
點
に
關
す
る
統
計
を 

欲
し
て
、

i
、

ニ
の
學
校
に
つ
い
-て
調
齑
し
て
み
た
。
今
其
の
結
课
を
次
に
公
に
し
ょ
う
。
先
づ
大
學
所
在
地
に
於
け
る
、
同
大
學
出 

身
者
の
卒
業
年
度
別
に
ょ
る
數
字
を
と
つ
た
o
..之
れ
は
便
上
、
取
京
'帝
亂
.大
學
及
び
1:

應
義
1.

の
ニ
一
校
に
pi
1

つ
た
'...ぎ
激
に
つ
い
て 

は
、
調
茶
材
料
は
帝
國
學
士
會
の
名
簿
で
あ
つ
た
が
V

問
題
の
.性
質
上
.、
此(D-
場
合
の
調
盗
に
限
り
、
m

京
帝
大
め
出
身
者
に
限
つ
た
。 

次
表
は
、
本
鄕
區
、：

芝
區
に
在
住
す
各
各
東
京
帝
大
、
慶
大
の
出
身
者
卒
業
年
度
別
統
計
で
あ
る
。
便
盅
上
、
：明
治
年
間
は
、
各
年
に 

細
分
し
な
か
つ
，た
？

:
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-
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以

上
示
す
が
如
く
、
帝(

東〕

慶
法
の
三
大
學
に
於
い
て
卒
業
■

の
比
較
的
に
十
u

い

も

の

は

、ハ 
+
度
別
に
し
て
比
較
的
均
分
し
た
數 

が
汞
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
對
し
て
大
正
年
代
の
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
漸
く
そ
の
數
が
增
加
し
て
來

、
最
近
苹
度
近
く
な
つ
て
餃
も

大
と
な
る
事
を
知
る
摩
が
出
來
た
。

こ

の

廳

の

繁

、k

に
方
法
を
逆
に
し
て
、
ぁ
る
年
度
を
選
び
、
そ
0

年
度
，に
卒
業
せ
る
若
の
、
m

京
市
地
域
別
の
箭
を
と
つ 

て

み

た

。

即

ち

、明
治
四

十
三
年
、
大
正
九

年

、
昭
和
五
年
の
三
す
年
度
に
つ
い
て
、
同
部
度
の
卒
業
若
は
來
し
て
、
東
京
市
の
ど
の 

區
域
に
住
ん
で
ゐ
る
か
を
^

ら
ん
と
す
る
調
茶
で
ぁ
る
。
之
れ
に
ょ
れ
ば
先
づ
朿
京
帝
大
は
次
の
結
报
を
示
し
た
。(

四
八
頁
表
■

•)

 

以

上
揭
げ
.た
數
字
か
.ら
し
て
、
大
學
所
在
地
に
於
い
て
は
同
大
學
出
身
者
の
在
住
す
る
者
が
比
較
的
に
多
い
が

、
前
記
の
表
を
見
れ 

ば
*

最
近
年
度
の
卒
_

が
、
そ
の
內
の
多
數
を
占
め
て
ゐ
る
事
實
が
分
る
。
卒
業
年
度
に
ょ
る
來
京
市
內
地
域
分
布
の
情
況
を
見
る 

と
昭
和
五
年
度
に
は
芝
及
び
本
鄕
區
に
於
い
て
、
そ
れ
^

^

慶
應
、
東
京
帝
大
の
出
身
者
が
集
中
し
て
ゐ
る
の
に
反
し
十
年
二
十
年 

.
大
都
市
に
於
け
る
知
一
識
階
級
の
地
域
的
研
究 
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花
件:
の

大
卒

大正 2 • • * • * IO

同 3 "  •• • 4

同 • * • • * 9

同 v  ♦.. 13

t? • * * ♦ * • 8

同 / • • • • • • 7

同 • • • • • • 7

同 Q • * • • •» 12

同 IO • • • • 15

同 I 夏♦♦ •  ̂* * 13
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m 41  ̂ • • • • • 26
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同 3 •… • *• 2*7

同 34

同 5 •• •，*• 55

同 o • • • • • • 73

同 7 .......... 66

合 計 565

卒

M

統
fr
i

明治年間*，•• 309 

大 IE 2 •...•，•• 21 

同 IQ

同 4 ........ .. i6
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同 8 .....  22

Irt} <).，'•••. 2 1

  .........  2飞

fTij i i . . 、. . .  26
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同 . 13 ” ------- 23

问 14 ....... . 36

同 r 5 ....  26

昭和 2 • • • . * • 2/J.

.同 _3 •..••• • 42

同 4 * v  *• 5 1

同 5 .... . 4 3

同 . .6 ..  • • • • 62

小 .
石
川
區
在
件:
の

帝
大
出
分

の
卒
m
守:
度
別
統
計

合 計 846

明治年間• • “  263 

大正 2t. •• •* 23

问 3,,# #* •* 10

同 4 ，《 .* •， 23

同 5 .......... 20

|m1 O •. • * • • 飞2

同 7 ”  “  ”  27

同 8 .............  33

同 9 -♦••• 23 

同 i o ...........  25

同 II  *• * • • • 20

[uj 12 *♦ • * • * IO

同 篁 3 ” ，• •• 34 

同 ！4 •* “  *• 30

问 •• • • 45

昭和 2 “  •• •* /|8

同 3 ”  • • ”  74

同 4 - • • • •. 82

同 K*........128

m 6 *. •• ..12 8  j
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の
期
間
を
經
て
ゐ
る
大
IE

九
苹
、明
治
四
十
三
年
度
に
な
る
と
、
こ
の
.傾
向
が
一
般
的
に
分
散
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
0

此
の
事
實
、
又
本 

鄕
、芝
兩
E

に
在
住
す
る
兩
大
學
卒
業
者
中
、
昭
和
年
度
の
者
が
最
も
多
數
な
る
事
實
と
相
照
應
し
て
、旣
に
述
べ
た
通
り「

或
ひ
は
學
生 

時
代
の
往
所
が
そ
の
ま
i

淺
.つ
て
ゐ
る」

と
の
疑
も
一
應
は
肯
定
せ
ら
れ
る
o

但
し
>;
-»此
の
調
赉
に
於
い
て
は
此
，の
：點
は
.必
ず
し
も
明
白 

で
な
い
。
..寧
ろ
そ
れ
ょ
り
も
1:

次
：の
如
く
考
ふ
：可
き
で
抹
な
か
ら
.ぅ
か
。
即
ち
、
最
近
一
一
、
一
摩
の
卒
業
者
は
、
自
宅
ょ
り
通
學
し
て
ゐ 

た
者
で
な
い
限
り
、
ホ
業
就
職
後
と
雖
も
依
‘然
と
し
て
、
從
來
'の
假
寓
に
寄
宿
し
•て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
何
と
な
れ
ば
是
等
の 

卒
業
者
に
し
て
名
簿
上
に
は
旣
に
立
派
に
.勤
務
先
の
明
：記
し
.て
あ
，る
も
の
：.が
あ
？
、
し
か
も
住
所
撊
は
依
然
と
し
て

、

'
本
鄕
區
乃
至
芝
.
 

大
都
市
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於
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地
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的
趼
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新市域に於ける分布實數

品 川 區 2.223

目黑戚 1.750

荏 原 區 I.22I

大 森 區 2.654

蒲 田 區 gzi

世田谷區 2.356

澀 谷 區 4-49S

淀 橋 區 3.56o

中 野 區 2.899

杉 並 區 3558

豐 島 區 3-472

瀧野川區 *•157

荒 川 區 761

王 子 區 922

板 撟 區 S2S

足 立 區 293

向 島 區 255

城 苽 區 213

葛 飾 區 225

江戸川區 226

計 33.686(實數;）

大

都

市

に

於

け

る
；知
識

階

繫

地

.潔

雷

. 

き

2

1

W 

區

の

〇

〇

館

又

は

何

某

方

と

な

つ

て

ゐ

る

も
：の
多

數

ぁ

，
る

を

見

れ

ば

、

現

住

所

變
更
.の
逾

一

時

は

、

，全

然

議

の

.居
所

に

留

つ

て

ゐ

る

.も

Q

i
て

差

支

な

か

|

。
へ

そ

れ

故

..
に

卒

業

§

就

職

後

の

擊

、

例

へ

，ば

五

年

位

の

期

間

を

經

て

はp

め

て

、

他

の

管

可

き

地

直

に

.轉

ず

る

も
の
と

考

へ

ち

れ

る

.で

I

ぅ

？

斯

く

の

.如
く
し
て
、
殊

に

冰

鄕
區
は
？ 

I

方
住
宅
地
と
：し

.て

.の
資
格
を
有
す
る
と
共
に
.、
他
方
大
學
通
學
及
び
I

者
の
I

的
地
H

し

て

ゐ

る

事

實

も

雲

す

る

事

は

出

来

ま

い

。

.是

f

 

s
、

S

.彥

S

い

て

、

g

l

l

s

s奢
加

ふ

れ

ば

、

I

一
 
曆

明

瞭

に

な

る

と

思

ふ

。

f

角

、

，
シ

カ

ゴ

市

に

於

け

る

調

蕾

も

現

は

れ

た

.f

.獨
身

者

假

寓

地

域

I

在

は

、

S

Q
場

合

に

於

い

て

も

否
 

定

す

る

事

が

出

來

な

い

と

云

つ

て

差

支

：
-

o

H

東

京

す

に

就

い

て

は

現

調

亮

に

ょ

る

知

識

階

級

の

三

分

の

ニ

近

く

が

新

市

域

に

住

ん

で

ゐ

る

事

は

旣

に

述

べ

た

。
：
前

興

で

舊

电

內
 

に

就

い

て

述

べ

た

か

ら

、

次

に

新

市

域

に

就

い

て

考

察

し

ょr
。

: f
r
市

域

に

於

け

る

S

濟

み

の

'知
識

階

級

の

全

體

數

，は
、
i

v

l六
名

で

ぁ

つ

た

。

'即
ち

全

市

の

.六

麗

で

ぁ

今

I

數

字
 

のJ
1

十

ケ

區

別

は

次Q

如

く

で

蒙

。

跋
谷
區
0

四
四
九
五
は
蓋
し
東
京
全
市
の
最
高
數
で
ぁ
る
。
最
低
は
之
れ
又
v

m

京
全
市
取
の
最
做
た
る
江
來
區
の
ニ
一
 

三
名
で
ぁ 

る
。
新
し
き
時
代
の
知
識
階
級
的
住
宅
地
と
し
て
澀
谷
が
.，示
す
ヵ
0

如
何
に
大
な
る
か
ぐ
物
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
明
、
早
、
日
、法
、專
、國
、
 

慶
、帝
、
中
、
立
、拓
の
士
ニ
校
中
、跪
谷
區
在
法
を
最
高
と
'せ
る
も
の
、
明
、
日
、法
、專
、
國
、慶
、帝
、中
の
八
校
の
多
き
に
達
し
、
萷
餘
の

各
校
に
就
い
て
は 
>早
稻
田
大
學
は
淀
橋
區
を
第V

位
と
し
て(

一
Q

九
四)

豊
島
區
め
八
a

.
一
に
次
い
で
第
三
位(

七
七
八)

、
立
敎
大
學

■ 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

. 

i

は
豊
島
區
.の
.
.一
兰
〇
名
を
筆
頭
に
澀
谷
-»

は
第
ニ
.位(

四
九)

、
拓
殖
大
學
に
就
い
て
の
^

樊
^

る
。
此
の
事
情
を
見
れ
ば
、.
淀
鐵
底
が
釜
市
中
に
於
い
て
雜
谷
勝
^

次
い
で
第
ニ
位
を
^

め
更
^

來
並
、
豊
雋
と
各
々
三
千
級
の
勢
力 

を
ぁ
つ
め
て
.ゐ
る
點
か
ら
相
照
應
し
て
、
此
の
方
面
€>
.中
心
地
'-
|
新
宿」

，の
.都
心
的
勢
ヵ
を
想
傲
ず
る
に
足
り
る
'で
.は
な
い
か
。

. 

.

.

.

.
 

> 

• 

> 

V 

.

.

.
、
.

新
市
域
に
於
い
，て

も
舊
市
內
の
山
手
、-
下
町
的
關
係
が
存
在
す
る
。：.向
島
、
：葛
飾
、江
戸
川
、域
東
に
最
も
少
く
、板
橋
、荒
川
、
王
子
、 

瀧
野
川
と
漸
次
僅
少
の
增
加
.を
見
せ
、
跪
谷
、淀
橋
、豊
島
、杉
並
、中
野
；.に
最
.も
集
中
的
傾
向
を
み
せ
、更
に
之
れ
と
な
ら
び
、或
ひ
は
多 

少
下0

て
、
大
裔
、
世
田
ヶ
谷
、ロ00
川
.と
な
り
’

荏
原
、
蒲
13
.

^
此
の
方
商
.で
0

小
勢
ヵ
と
'し
て
.ゐ
る
。

'
'

.

.

..

■ 

. 

. 

;

'
.

-
ぐ

.

-

■

即
ち
之
れ
に
ょ
つ
て
み
る
..と
帝
都
の
西
郊
を
中
、言

し

セ
:̂

を

一
.
.部
、；南
部
の
地
域
に
最
も
多
く
知
識
階
級
が
集
中
し
て 

ゐ
る
と
一K

ふ
事
が
出
來
、
從
り
て
此
の
事
情
は
是
等
の
地
域
の
生
臌
學
的
特
色
を
物
常
る
事
と
な
る
采
ぁ
|

。 

.

今
、
全
市
三
十
五
區
に
就
.
.い
.て
の
.集
中
統
計
を
阓
表
.に
し
て
，現

は
«-
.ば
次
の
如
く
で
ぁ
る
？.

(

黑
圈
點
は
洛
百
を
以
つ
て
軍
位
と
し 

て
ゐ
る)

。

:

. 

ノ 

'

'
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.
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.

.

-
. 
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.

.

.

.

.

.

.
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知識階級取京市區分布千分率表

新 帘 域 舊
て

市 內

品 0.039 _ 0.028

百 0031 神 0.024

荏 0022 H 0.012

大 0.047 京 0.012

蒲 o.oi6 芝 0.040

世 0.042 麻 0.028

澀 0.079 赤 0.023

淀 0,063 m 0.022

中 0.051 平 0.051

杉 0,063 小 0.055

豐 o.o6i 本 0.01；0

瀧 0.020 下 0.022

荒 0013 淺 0.015

王 0.016 所 OOII

m O.OOQ 深 0.008

足 0.001：

向 OOO5

城 O.OO4

葛 O.OO4

江 0.004

新
舊
市
部
全
體
を
合
し
て
山
手
及
び
下
町
の
關
係
を
こ
、
.に
#

現
せ
し
め
る
と
.

;

_

 

百
分
率 

山

手

——

麴
、芝
、麻
、四
、牛
、
小
、
本
、品
、目
、桂
、
大
；、蒲
、世
、跪
、
淀
、中
、杉
、豊

四

六

、
〇
九
八
1

0

•
八
一 

卞
町
そ
の
也—

神
、
日
、
京
、
不
、淺
、所
、
深
、瀧
>
王
、荒
、淑
、
足
、向
、
域
、豊
、江

■
':: 
二
〇
、
五
0

0

|
〇
こ
九

訐

::
:
,
, 

ン 

'
.五
六
、
五
九
八
.
.
一
 

大
略
大
東
京
の
舊
市
部
山
手
及
び
薪
地
.域
北
西
南
郊
外
に
全
體
：の
八
_

が
居
住
し
.て
ね
る
勘
定
で
ぁ
る
。
故
に
艰
宽
郊
外
に
於
け
る 

發
展
.は
此
の
ガR

.

に
向
つ
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
る

事
が
出
來
る

と

同
時
に

、

此
の
方
面
が
知
識
階
級
の
住
宅
化
し
た
事
情
も
了
察
が
つ

.
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今
參
考
に
是
等
の
新
市
域
に
於
け
る
人
口
數
を
擧
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。
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跃
か
政
敗
霖
炙

 

：

：
：

：
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前
號
の
論
文
に
於
い
て
東
京
を
中
心
と
し
た
大
都
市
地
方
の
、
本
調
奔
‘に
ょ
る
知
識
階
級
の
總
數
を
莫
出
し
て
お
い
た
。
其
の
人
部 

分
が
東
京
市
の
有
す
る
勢
力
に
ょ
る
も
の
で
あ
；る
事
に
は
問
題
は
な
い
。
し
か
し
川
：崎
市
、
捕
,̂

市(

殊
に
德
見
區
> 
に
存
在
す
る

所 

謂
京
濱
X
場
地
帶
は
太
東
京
と
の
.關
聯
に
於
い
て
雲
せ
ら
る
、
と
同
様
に
、湘
南
地
方
に
於
け
る
知
識
階
級
莅
住
の
.關
係
は
や
は
り 

京
と
の
關
聯
に
於
い
て
考
察
.せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
P，
で
あ
ら
ぅ
。
.
；

::
. 

.

■神
奈
川
縣
全
'體
に
苴
つ
て
有
す
る
知
識
階
級
の
：數
は
、
本
調
奔
に
基
け
ば
實
數
_

八
六
四
、推
定
數
ニ
八
七
で
あ
つ
た
。
此
の
.總
數
は 

大
阪
府
全
體
の
，五
八
四
〇

1

1

0
七一

ー(

推
>
に
は
及
ば
な
.
い
が
大
阪
市
.の
四
一
四

 

一
I
 

一
0

四
四(

推)

に
近
似
し
、
兵
靡
縣
の
五
一
一 

〇
|
 
ニ
七
七
に
相
次S

で
大
な
る
數
字
で
あ
る
•
0
.此
'の
數
字
の
内
橫
濱
市
、の
有
す
る
勢
カ
は
ニ
六
六
〇—

兄
 

—

三
六
で
あ
る
。
橫
須
質
市
平
塚
市
は
各
そ
の
.
所
在
の
郡
に
關
係
せ
し
め
る
と
し
セ
、
、游
局一

八
五
一
一
I

五
三
.

(

推)

の
數
字
が
鎌
倉
郡
.
 

を
は
じ
め
他
の
十
ヶ
郡
に
散
在
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
此
の
內
旣
に
述
べ
た
様
に
そ
の
最
大
多
數
は
鎌
倉
郡
、
三
浦
郡
で
あ
る
。 

ノ鎌倉郡

 

' 

五
：七
六
I

七 

'
三浦郡

C

橫
頌
賀
市
ヲ
含
ム)

 

四
四一

丄

一

八(

推)

’

高

座
:

鄉

.

中

： 

'
郡(

平
塚
市
ヲ
含
ム〕

.

:

:■
'

. 

足

柄

卞

‘郡
大
都
市
に
於
け

る
^
_
階
級

の
地
域

g
&F
穽

ニ
四
五
.
•

-
5
0
.

一一O
八
-

•七(

同〕 

H

A
同)

 

-

三(

同)

五
五
.

C1.

四
四
七

)

咜 希 丨 五 年  

現 在
大 正 十 四 年 大 1 H 九 年

本 調 查 ニ ョ ル

各 區 卒 業 生 數

品 W 496 i 6o.io i 山 .555 22.23

目 io 8.2o8 03.019 22,287 ” 50

荏 132.108 72.250
. ,='■  

8.522 1221

大 147-335 94-452 49*qo8 2654

蒲
Q8.I22 57-553 28,614 92!

ilfe. 133-249 78.270 31.985 2356

溢 2 ! 3.533 190.574 137V207 4495

淀 r53-502 134.499 9 3 . 3 9 9 35^0
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そ 8 99
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王
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4 9 4 I S 27,661 2 2 5

江 9 6 . 9 7 1  ' 6 4 . 5 3 0 3 9 - 3 8 6 2 2 6

大
都
市
に
於
け
.が
知
：識
階
辍
の
：
地
.域
的
抓
究

ニ神奈川縣に於ける分布
 

A

居
住
地
統
計

五
四
.
,

(
1

因
四
穴)



中 都

平 塚 市 98

大 _ . 24

吾 妻 16

秦 野
1 5

其他I6町村 47

合 計 . 200
へ ， ：

足 柄 下 郡

國 府 津
| 卜

18

小 田 原 103

箱 根 22

其他IS町村 65

合、 計 20S

― ― ― - ― - - r r t i a

高 座 郡

藤 澤 142

茅 ヶ 崎 49

典他13町村 54

合 計 245

• 鎌 倉 434

川口 C片觀） 30

腰 越 24

戶 m

1 1 ( 大船)

其他8町村
--

26

30

• 32

合 計 576

111 * " " "  1 1 -■ III ■!■■! , 1,  I,

彐 . 郡(横須賀市）

橫 網 賀 207

逗 子 138

W 浦 30

浦 賀 31

葉 m i 9

其他4 町村 
____ 1

16

合'..計

*
*
w
w
w
g
i
g
l

-
I
-
-
I
,
i，，
一

m
g
_
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a
w
r
ŷ
isa
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:
r
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:
r
ŝ

^
^
^
-
>
^
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;
」
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り’
こ
 

n

f
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.
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-
:
-
1
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.
-
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.
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.

.

.
g
-
-
l
i
:
r
-
.
-
g
—

f
l
^
;
;
:
-
£ 

h 

“
 

i
 

! 

I

.
 

f

^
 

へ

1 1靡:
:鶴 謹 :

ハ::，.:

S

大
都
市
に
於
け
る
餘
識
階
級
の
雜
域
的
餅
究 

.
:殘
部
'
六
.郡

3Z

a
:
H
L

 
四八

：).

ー：八
±
.—

-
H
C

同)

,
广
ノ
ニ 

一
 

IVVUS.、
以
：上
の
各
郡
に
S

て
み
る
'と
先
づ
鎌
倉
郡
に
於
い
て
は
、
鎌
倉
町
を
ホ
翁

し
I

在
を
最
も
優
位
と
す
る

一

郡

43
4

30
24
26
30
32
j

76
j

T(
o

07
38
: o
I 

9 

6
--
I:

實
に
鎌
倉
、腰
越
、
片
瀬
、
大

I

、
 

^

l

l

l

i

l

l

l

^

 
ニ 

| 

_

 

:

 

: 

'

-

船
を
め
ぐ
る
一
廊
に
鎌
倉
郡
金 

j 

:

食

食

船

越

塚

粕

村

h

cf
#

-

l

i

 

[;
;
.

」 

i 

_ 

.

嘛 

ぱ

町

f
 

.
1

郡

.

こ

_

ぉ

.
賀

-I
I

I
#

計數を雜羅してゐると沄つて

鎌
.

ノJ

m c
?

备

I
 .

 

ニ
 

浦
..
,
 

”

•■
.

差支
.， H

C
O

:

 

p

!

.

m

.
 

^腰
.

戶づー
土
其
合

I

H

.横

逗

L1
1

浦

m
 

m

合一

.

~

_

 

.

~

.

—

—

.
更に三浦郡に就い
て鬼れ
 

.ば
右
表
の
如
く
變
葉
山
を
S

に
f

 

T
線
以
北
に
§

1

全
部
が
集
っ
て
I

.

湘
I

f

 

I

に
逗
子
葉
“
の
雨
叻
.に
.限

つ

た

と

し

て

，
^

體

の

三

割

六

分

.を
：占
め
て
.
ゐ
る
。

.

.

.

.

V

次
い
で
高
i

s

て
見
れ
ば
、
中
心
は
藤
澤
町
I

蟹
及
び
茅
ヶ
崎
の
S

で
|

|

是
.等
兩
者
は
全
體
の
約
八
割(

弱)

を
占
め
る
：。
细

の

十

三

ヶ

.町

で

は

小

田

原

急

行

肇

沿

線

の

相

原

、

I

、
座
制
、大
和
の
町
村
が
之
れ
に
I

。

•

.
1
1
- 

. 

-_

發
务
•务
ぐ

 
v
v
v
vv
.
v
,
.
^

r-
v
,t-
.
,%~
^

湘 雨 地 方 分 布

逗子葉山 *57

鎌倉附近 5び

藤 澤 142

芬 ヶ 崎 49

平 塚 98

大 磯 24

晋妻(ニ宵） 16

’國 府 津 18

小 田 原 103

合 計 I I2S

即

ち
金
體
の
.七
割
弱
.が
湘
雨
地
方
の
在
住
背
で
あ
る
。

足
柄
下
讯
に
於
い
て
は
國
府
津
、
小
田
原
を
首
位
と
し
全
部
に
對
し
て
は
兩
苕
合
し
て
五
割
八
分
强
の
比
率
を
示
す
。

以
上
、
神
奈
川
縣
下
、
所
謂
湘
南
地
方
に
在
住
す
る
知
識
階
級
の
數
で
あ
る
。

元
來
>
.湘
南
地
方
な
る
他
稱
は
、
内
容
的
に
必
ず
し
も
一
致
し
，て
ゐ
な
い
o

鎌
倉
逗
子
葉
山
藤
澤C

S

沼〕

片
瀬
茅
ヶ
崎
大
磯
等
 々

は
明
白
に
そ
の
內
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
.が
國
府
潘

、
小
田
原
方
而
の
線
は
何
處
を
以
つ
て
區
劃
を
つ
け
る
か
、
同
じ
橫
須
賀
線
沿
線
に
し 

て
も
、
橫
須
賀
市
出
沛
町
等
東
京
*

ょ
り
の
方
面
は
湘
南
と
は
-H
-

ひ
.

,
v>
、
同
欉
に
相
模
It

沿
岸
^

沄
つ
' 
て
も一

一
一
浦
一
.一
一
崎
ま
で
を
含
ま 

_

1
-

-

-

-

-

-

-

-

-

9

「

“

i
d~

m

i

h

 

せ
る
事
は
無
理
で
あ
る
。
通
俗
に
は
小E

原
以
來
返
子
葉
山
以

^
 

'山

近
.

澤崎塚碳め津原

-1
*

'

.

楔
灘
沿
岸
の
海
貧
地
方
が
そ
れ
で
あ
る
。
故
に
此
の
地
方
を
以 

，
.
.
.
.
雨_

#1
>

ヶ 

齡

3

田 

つ
て
、
こ
、
で
も

湘
南
地
方
と
見
做
し
て
其
の
總
數
を
調
べ
て 

|

,

逗

鎌
，

ロー

，

Iフ
r

，固
-
4」

■

—

■■■■

」

.

:

み
ょ
ぅ
9 (

上
：圖
表
參
照

)

.

..

.
之
れ
を
横
濱
川
崎
：の

兩

]1
-
/を
除
く
>1
.̂

#

茶
-)
1
|縣
の
勰
孩
に
比
較
し
て
み
る
と
、
此
(0

數
一
八
吞
一
：
に
對
：し
て
：
六
割
を
古
め
て
ゐ
る 

此
の
*

字
：は
勿
論
、
金
部
が
東
京

.と
の
：直
接
的
關
聯
に
於
け
る
居
往
翁
で
：は
な
い
。
：鎌
倉
町
に
>
,獨
立
.
.の
ニ
：
.地
方
町
と
し
て
の
生
活
に 

關
係
す
-̂

者
例
.
へ
ば
：同

町0
擧
校
關
係
^

|

れ
ば
、
國
囊
町
に
於
い
て
鐵
道
關
係
の
勤
.碧

も

あ
.る
。.：

此
：の
黏
は
：觅
m

.別
途
の
調

大
都
市
に
於
け
&

如
識
階
級
の
：地
：減
的
研
究

' 

五̂

:

(
1
1

㈣

四
；九

)

：



都 筑 郡

新 治 I ，

都 田 6

柿 矩 5

典 他 4 町 村 j 1 2

. 合 ， 計 ： 2 9

久 良 : 彼 郡

六 浦 庇

金 澤

合 計 I O

抑_ 1 . ' - I

足 柄 上 郡

松 田 8

其 他 1 2 町 村 2 1

合 計 2 9

愛 甲 郡

厚 木

其 他 8 町 村 1 8

合 計 2 7

■  ■ — .... ............................................................

m 久 井 郡

t|V 川 4

其他5 町村 6

A

■"■■III—

計 IO

橘 :樹 都

f|4 原 22

稻 ■ 田 19

高 m
生 田 9

其他2 町村 6

合 計 67

大
都
市
に
於
：け
る
.知
識
階
級
，の
地
域
的
阱
究

I

I〗

ね
ば

な
ら
ぬ
。

し
か
し
：

>
實
數

に
I

、
霧

市

以

南

に

川

、
横

f

除
く
殘
部
の

六
割
が
相

|

^

^

部

力
疴
じ

/

の
婪
篇
住
し
て
ゐ
る
實

f

ぅ
。
故
に
湘
南
地

..
方
が
大

$
4

 

6 

» 

I

る

|

|

|

尊

羡

。

：
：

I

S

^

I

L

 

I

I

I
を
帶

其
■の
他
Q

f

就
s

s

f

言

T

®

l

s

。

が
，
i

次
■

に
し
i

げ
I

ぐ

：

上
.記
五
郁
中
、
：
橘
樹
郡

.は
東
部
に
於
い
て
，川
崎
市
、
北
方
，に
於
い
て
東
京
市
に
接
し
て
ゐ
る
關
係
上
、
他
の
諸
郡
よ
り
も
在
依
者 

の
集
中
が
著
し
く
な
っ
て
ゐ
る
。(

久
良
岐
郡
は
、
ニ
ヶ
町
村Q

故
に
例
外
と
す
る
が)

各
郡
0

一
町
祭
均
數
を
求
め
る
と
橘
樹
郡 

丄

S

、
.
都
筑
郡I

四
强
、

足
柄
上
郡
丄
ー
强
、
，
愛

甲

郡

丨

三

、
津

次

井

郡

丄

」

七
弱
，の
平
均
を
示
し
て
ゐ
る
。
、
橘
樹
郡
の

「
都
會 

性」

は
之
れ
に
よ
っ
て
例
證
さ
れ
る
が
、實
際
そ
の
.內
首
位
に
あ
る
中
原
町
は
最
近
、
川
崎
市
に
合
併
さ
れ
て
ゐ
る
。

K

、
次
：に
は
是
等
の
事
情
を
別
個
の
方
面
か
ら
調
奔
し
て
み
.た
い
、
、即
ち
職
場
と
居
住
地
と
：の
關
係
を
主
と
し」

て
た
統
記
で
あ
る
。

B

職
場
地
統
計

:

:

五
'
.
.

 

.
'
'

 

:
_

所
謂
避
暑
地
保
養
地
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
湘
南
地
方
の
.窪

者

に
|

々
|

在
が
I

。
老
後
を
養
ふ
て
、
別
段
、
來
京
孤 

濱
に
.日
常
生
沾
上
の
關
係
の
な
い
、
週
末
に
、
.
東
京
又
は
橫
濱
か
ら
遊
び
I

る
孫
達
を
相
手
に
し
て
ゐ
る
隱
居
I

る
で
あ
ら
ぅ
。 

土
地
に
勤
め
て
ゐ
る
I

役
場
、
.學
校
、
社
寺
、
園
藝
其
の
他
の
商
賣
I

者
が
少
く
は
な
い
。
其
處
で
今
同
の
調
蕾
あ
た
っ
て
、 

利
用
し
た
各
名
簿
か
ら
、
'職
場
と
現
住
肌
と
の
關
係
を
次
の
.如
き
標
準
に
よ
っ
て
檢
出
し
て
み
た
。

•
居
住
地
に
勤
務
す
る
も
の(

以
下
略
し
て「

土
地」

と
稱
す)

 

' 

ム

- 

ノ
 

'
. 

'東
京c

或
ひ
は
橫
濱
、
川
崎)

ベ
通
勤
ず
る
、
又
は
.す
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
：
，
、

■

職
業
.̂
の
記
入
あ
.る
も
職
場
の
.所
在
不
明
な
る
も
の(

以
下
略
し
て「

不
呼」

と
ー
35
:
ふ)

.

'
職
業
の
全
然
記
入
な
f

の(「

無
記
入」

と
云
ふ〕

：

'
ノ
二 

一
'
'
' 

■

.

大
抓
市
に
：於
け
々
知
識
露
の
地
璃
的
硏
究 

茧

力

(

一
四
，

…



「

'

I

f

 馨

 

l

i
 
究

:
 

§

 

a
i
l
)

s

四
I

、
最
後
の「

無
記
入」

I

き
、
I

、
大
部
分
、
推
定
に
ょ
|

が
少
く
な
い
。
例
へ
ば

束

蕾

就
い
て
' 

I

 

士」
又
は
：

「

I
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營
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。
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れ
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。
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又
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瞭
で
、
I

」

か「

霞

」

か
の
い
づ
れ
か
で
I

し 

”

は
f

 

f

有

す

る

例

へ

ば

昭

激

行

の

如

き

、
或

ひ

は

臺

違

の

如

き

は

、
其
の
記
入
が
單
に

「

昭
和
銀
行

」
「

東
京
電

f

 

u

l

f

、
I

馨

所

在

地

碁

：f

む
。.'之
れ
は

情

況

碧

て

「

_

又
は「

P

^

崎
の
'兩
市
を
除
き
、
外
I

合
は
、
同
縣
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者
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郡
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近
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田
原
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行
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鐵
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霞

)
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い
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東
京
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の
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絡
に
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ょ
る
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に
合
併
さ
れ
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第
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は
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座
郡
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あ
る
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郡
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つ
て
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郡
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調
I

の
約
六
割
弱
が
、
東
京
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澤
町
1

鶴
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ゐ
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。
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總
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れ
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。
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熱
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述
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總
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今
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れ
も
怨
川
f

 

s

l

f

 

I

f

 

I

f
以

慶
I

す
s

 

み
で
な

く

、

主
と
し
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鐵
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又
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埼
玉
縣
に
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て
は
此
Q

I

字
が
如
く
、
I

I

妯
す
气
5

觀
す
る
と
想
像
せ
I

V

も
の
は
い
づ
れ
の
郡
に
於
い 

て
も
荷
職
業
客
の
半
數
を
超
過
す
る
事
が
な
い
0

最
も
優
位
に
あ
る
も
の
に
し
て
、
北
足
立
那
の
〇
成
八
で
I

此
の
i

は
.

川
^

と
赴
き
を
著
し
く
異
に
す
る
所
で
あ
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。
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の

理

f
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、
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つ
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町
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取
京
工
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せ
ら
る
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が
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望
縣
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に
あ
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繁
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し
て
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形
式
上
で
は
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土
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の
繁
と
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つ
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來
る
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へ
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鐵
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又
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縣
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又
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右
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あ
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に
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五 井 5

典他l i町村 17

命 計 54

csMeBOHMOMaKmyiiii

安 房

, r

郡

天 錤 5

井 a

牝 條 29

舘 W 25

爾 三 原 5

鴨 川 7

其他23町村 4°

合 計 119

爽 : 隅 郡

勝 f
7

大 m . 5

大 多 喜

： いべ

9

長 者
7

其 他 1 6 町 村 3 5
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つ
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そ
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葉
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と
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沼
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。
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參
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埼
王
縣-

千
葉
縣
が
ほ
為
似
た
繁
を
示
し
て
ゐ
る
に
對
し
て
神
奈
川
縣
が
斷
然
、特
色
ぁ
る
撃
を
示
し
て
ゐ
る
理
山
は
旣
に
、
 

物
語
つ
て
お
い
た
。
之
れ
は
勿
論
、
神
奈
川
縣
、
f

湘
南
地
方
の
有
す
る
特
殊
的
性
質(

大
朿
京
の
郊
外
的
住
宅
地
域
と
し
て
の)

に 

ょ
り
、
從
つ
て
、
此
の
方
面
に
發
達
し
た
最
も
_

せ
る
交
通
議
に
も
ょ
る
事
大
で
ぁ
’.る
が
、
し
か
し
、
本
調
夜
に
於
い
て
パ
崎

檄
濱
の
兩
市
を
神
奈
川
縣
に
於
け
る
獨
畜
叉
の
と
み
な
I

I

 

勿
論「

柬
京」 

通
1J
-
變

現

は

れ

た

擎

中

、
靈
及
及
び
川
崎
關
係
の
も
の
は
、
そ
れ
程
、'
多
い
と
は
が
へ
な
い
、
故
に
、
之
れ
を
削
翁
し
て
も 

比
率
の
關
係
に
は
大
し
た
變
化
を
生
じ
な
い
で
ぁ
ら
ぅ(

し
か
し
此
i

な
る
と
、

各

個

;1
|

、
銀
行
、
工
場
の
所
在
を
充
分
明
敝

に
な
ら
し
め
る
I

t

、
此
S

I

靈

で

n

i

l

て
遺
f

、
.雨

霞

、
川
i

す

る
な
る
識
別
は
也
め
た
。
し
か
し
大
體
の
麗
を
以
つ
て
滿
足
す
る
な
ら
ば
、
霞

、
川
崎
：に
關
す
る
部
分
は
大
し
て
多
く
な
い 

と
云
へ
る
0
來
京
.五
1

1に
.
&し
て
横
濱
、
：川
崎
合
し
て
九
ー
0;
割
合
で
ぁ
る
。
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狨
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@

そ
は
兎
にS

と
し
气
神
奈
川
縣
に
於
い
て
半
分
、
埼
玉
、
千
葉
麗
に
於
い
て
各
三
分
の
一
に
.近
.い
も
の
が
東
京
に
對
し
て
、
日 

常
的
直
籠
係
に
あ
る
。
而
し
て
各
縣
に
あ
つ
.
て
此
の
關
係
考
の
在
住
す
る
地
域
は
、
更
に
、
神
奈
川
縣
に
於
い
て
湘
南
地
方
埼
玉 

縣
に
あ
つ
て
は
、
北
足
立
群
、
千

籠

に

あ

？

は

幾

德

に
.限
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
？

養

な

い

。

神
、塔
、千111

縣
の
近
接
地
方
に
於
け
る
比
率

;

:

土

地
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.

東

京
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湘
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地

力

o

•一
一
一
八
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こ
：、
に
於
け
る
湘
南
地
方
の
算
出
は
、
鎌
倉
、
三
浦
、
高
座
、
中
、
足
^
下
郡
の
職
場
別
統
計
の
會
割
で
あ
る

是
等
の
地
方
及
び
郡
が
其
の
所
屬
の
各
縣
全
體
に
歡
す
る
割
合
を
示
せ
ば

各
縣
全
體
に
對
す
る
、德
で
凑

S

对る
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「
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#
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名
偁
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各
縣
I

數

浩

、.職
I

調
愛
ょ
る
靈
數
で
あ
？

本
項
最
初
に
揭
げ
ら
れ
て
t

i

l
る
。
神
奈
川
縣
に
於
い
て

.は
橫
濱
市
川
崎
市
に
厨
住
す
る
部
分
が
省
ら
れ
て
ゐ
る
事
前
に
同
じ
。
‘

大
都
市
に
於
け
る
知
識
階
級
の
地
域
：的
研
究 
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ゾ
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r
く
の
如
く
し
て
、
'東
京
市y

近
接
す
る
諸
慶
び
其
I

郡
に
_

す
る
一
部
知
識
階
級
の
地
I

醬

I

か
に
な
し
I

。 

此
の
調
I

I

交
通
調
鸯
を
以.

0

て
補
は
れ
る
必
要
が
I

が
、
目
下
其
の
點
に

I

及

び

得

な

い

の

を

靈

委

，

取
京
I

心
と
し
I

る
と
、
姿

市

I

い
て
は
、
舊
市
內Q

山
手
方
雙
新
市
區
に
於
い
て
は
北
西
ょ
.

o

西
南
？

け

た

方

面

、
.
 

ガ
外
に
あ
っ
て
は
、
主
と
し
て
神
奈
川
縣
湘
南
地
方
を
簾
と
し
て
、
千
葉
縣
、
市
川
方
面
、椅
玉

縣
浦
和
方

面

が

、
知

識

階

級

に

と

っ
 

て
好
適Q

在
住
地
で
ぁ
る
事
が
立
證
さ
れ
た
o
是
等
の
地
域
は
、
從
っ
て
知
識
階
級
的

I

氣
に
っ

i

れ

て
來
る

。

I

の

地

域

と

 

他
の
地
域
、
殊
に
都
心
部
又
は
盛
4

等
の
關
係
は
、
知
識
階
級
の
I

I

に
：應
じ
た
設
備
、
適
應
を
み
せ
て
來
る
。
ニ n 

口
ジ
> 

ル
な
硏
究
は
"
此
の
碁
礎
的
事
魔
に
^
い
て
發
足
：し
な
け
れ
ば
な

ら

ぬ

。..

六

大

阪

市

及

び

郡

部

.

ノ

.

'

* 

一
 

、

轉
じ
て
關
租
に
於
け
る
情
況
は
如
何
。
關
西
の
.事
情
に
就S

て
は
調
森
者
が
何
分
通
ぜ
ざ
る
の
所
以
を
以
っ

て

、

I

I

I
が
 

ぁ
る
、
殊
に
職
場
別
_

の
如
き
に
於
い
て
■は
、
：之
れ
が
連
し
い
、
そ
れ
故
に
、
之

れ

は

膂

I

り
た
い
。
唯
、大
阪

市

及
び
？

 

兵
庫
縣
諸
郡
、
殊
に
阪
神
間
の
.地
域
的
性
質
を
幾
分
明
か
な
ら
し
め
る
に
止
め
た
い
と

i

ふ

。

先
づ
大
阪
市
.に
於
け
る
各
區
の
分
布
を
見
る
と

大
阪
市
に
就
い
て
沄
へ
ばC

八
三
頁
揷
ij「

大
阪
府
都
邑
分
布
圆

」

參
照

)

‘

へ

!

捧 和 田 市  

堺 市

4 9 —  4  

1 7 6 — 1 4

合 計 2 2 5
- 1 8  ( 推 ）

1 11|丨 丨 -Ill--1------1-----------

大阪府郡部分布表

m 能 郡 613

>— ■* 島 m 355

北 河杓郡 158

中 河闪都 215

南 河 r人r都 91

泉 北 m 207

泉 南 郡 60

合 計. i 6qq - 於(推）

大 阪 市 內 分 布 表

住 吉 區 9 7 3

%1 區 4 2 5

北 區 4 0 5

天王寺區 3 2 5

西 區 3 ”

西 成 區 2 7 0

眾 成 區 2 6 3

m 區 2 4 5

雨 區 1 9 7

取淀叫區 m

此 花 區 1 5 7

西淀川區 9 i

浪 速 區 4 5

旭 W l
3

プ C 正 區 i

合 計 3 9 1 1
— 1 0 2 6 ( 推 定 ）

.......... ..........................................................

之
れ
に
ょ
る
と
、
南
方
_

か
ら
市
の
豪
を
北
£

ぼ
つ
て
奎
寺"

東
成
、
東
北
、
及
び
西
區
並
び
に
麗
區
の
ブ
區
に
最
も 

ク
く
集
中
し
て
ゐ
る
。
此
の
合
計
一
一
九
七
三
で
全
體
の
.七
割
六
分
で
'ぁ
る
、：
殊
に
住
吉
區
の
九
七
三
は
全
體
の
約
ニ
韵
五
分
弱
と
f

 

刊
率
を
示
し
て
ゐ
る
。 

‘ 

;

;

„

ぶ
京
市
の
け
外
と
異
つ
て
大
阪
府
下
に
は
市
部
に
對
し
て
比
較
的
多
數
の
居
住
者(

知
識
階
級)

を
含
ん
で
ゐ
る
。
之
れ
を
馨
し
郡

數
^

^r
^

H^

る
と
：
.........

■ 

. 1

.1

—

1
.
1
1-
-
--—
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4
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_
-
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p

此
の
各
■
の
數
字
の
多
少
は
、
更
に
各
郡
の
諸

練

& 

M
巧

幻

9

犯

6

權

49
-
卜

BC
町
村
に
就
い
て
擎
を
擧
げ
て
み
る
士
嚴
も
明
瞭

灘

—

郡

都

69
9-

市

.「

25
-

に
分
柝
さ
れ
て
來
る
。
以
下
各
郡
に
於
け
る
主
な

.
1

能

島

.I

 

i
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北

南

丨

計

|
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計

る

邵

管

其

の

擎

を

ぁ

げ

る

と
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各
町
村
は
い

I
火鹽三北中南衆泉

-—
—

'合

.

.
:■棒桃

.
--
—-：合
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;

づ
れ
も
單
位
ー
0
以
上
.の
も
の
を
揭
げ
た)
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北 豐 岛 32
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m 鳥 14

其他6 町村 29
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^  广 ” iTr~TrrrT*~T~TMTr*rwiwT~

衆 i t 郡
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:
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あ
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。
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瀬
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於
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に
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見
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武 庳 郡

精 道 546

御 影 186

住 pi i 6S

今 律 147

大 社 134

魚 崎 95

鳴 尾 77

本 山 77 ；

本 庄 40

上V 元 55

33

大 H£ 23

瓦 木 19

某他3 町村 6

合 計 1533

阪神地方分相

尼ヶ崎市 

西 宮 市
~~r~~ ■ Tlwilirw ■■

140—— IO 
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n\邊郡 
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